
レ
ン
ゲ
ヤ
マ
進
一
一軍
山

初
咋
胤
子
加
の
東
南
に

一
小
托
が
あ
り
、

一
を
大
越
市
、

一
を
小
池
山
V
と
い

う
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
正
は
相
辿
約
し
て
ゐ
る
も
の

で
、
そ
れ
を
総
秘
し
て
泌
常
山
と
名
づ
け
る
。
能
殺

誌
に
、
『
子
補
村
二
町
許
山
手
に
叩
山
部
的
と
い
ふ
に
、

泉
州
山
寺
じ
い
ふ
新
寺
即
日
放
あ
ふ
り
。
』
と
あ
る
。

レ
ン
コ

蓮
湖

河
北
山
岡
山
卯
名
。
附
凶
作
所
年
代

摘
裂
に
、
江
文
十
一
年
刊
点
ぷ
剛
山
向
筋
に
山
地
を
航
ゑ
た

と
あ
り
、
そ
れ
か
ら
強
制
の
都
が
起
っ
た
と
い
ふ
。

併
し
さ
う
し
た
小
前
回
日
明
に
殺
出
し
た
巡
を
、
全
制
の

名
に
採
っ
た
と
も
信
じ
鋭
い
owu'
ろ
今
も
北
問
料
附

近
に
桟
存
寸
る
鬼
加
盟
が
、
大
に
繁
茂
し
て
ゐ
た
か
ら

の
か
口
離
で
は
あ
る
ま
い
か
。

レ
ン
ゲ
ポ
ウ

建一
一軍
坊

臥
奈
川
叩
U
M
H
の
内
の
小

-fo 
-z-

レ
ン
ゲ
ジ
蓮
華
寺

石
川
市
河
内
庄
三
山
市
川

d

で
、

白
山
宮
か
ら
西
岡
に
あ
り
、
今
は
川
川
と
な
っ
た
が
柿
一

部
寺
の
字
を
役
し
て
民
る
。
大
石
の
地
泌
が
山
川
巾
に

あ
る
。

レ
ン

妙
法
山
と
鋭
L
、
日
巡
宗
一
に
印
刷
す
る
。
以
日
午
二
年
の

問
京
都
に
、
正
保
一

一
年
制
谷
妙
成
哲
」
i
七
代
日
仰
の

側
主
と

1
る
。
初
め
浅
野
川
副m
u民
間
の
近
訟
な
る
勤

隣
同
町
に
在
っ
た
が
、
次
い
で
卯
反
今
の
上
小
川
町

に
移
。
、
明
治
八
年
文
今
の
腕
に
純
じ
た
。

レ
ン
ゲ
ジ
蓬
泥
寺
白
山
中
宮
入
院
の
一
つ
で
、

源
平
成
裂
胞
に
雨
間
ょ
せ
の
巾
挫
訟
苦
と
し
て
ゐ
る

が
、
松
は
花
の
献
で
あ
ら
う
。
寺
地
は
能
尖
抑
制
俗

郷
内
で
は
あ
る
が
、
村

ωは
訴
か
で
な
い
。

レ
ン
ゲ
ジ
蓬
花
寺

石
川
郡
巾
奥
畑
に
崩
す
る

部
古
川
。
郷
料
名
義
抄
に
、
村
名
は
市

へ
こ
の
間
山
に
強

制
中
寺
が
あ
っ
た
か
ら
起
る
と

1
る。

レ
ン
ゲ
ジ

謹

花

寺

河

出
柑
笠
川
町
郷
に
開
削
す
る

部
町
問
。

レ
ン
コ
ウ

窪
綱

初
め
迎
牒
又
は
泌
努
、
誌
は

銃
一
桁
。
泌
如
の
三
男
。
も
と
引
車
問
院
玄
怨
に問中
ん
で

玄
訴
と
冊
制
し
た
こ
と
も
あ
る
。
後
に
北
隣
切
と
も
鋭

し
た
。
到
徳
二
年
を
以
て
生
ま
れ
、
能
央
部
絞
佐
谷

の
松
附
司
及
び

山
，
内
の
鮎
滴
坊
を
例
め
、
日
子
隊
四

年
十
H

J
l
八
日、

平
年
八
十
こ
を
り
て
寂
し
た
。

レ
ン
コ
ウ
ジ

蓮
江
寺

臥
京
都
輪
島
に
在
っ
て
、

山
制
宗
に
凶

1
る
。
も
と
は
酌
棋
院
で
中
総
L
て
ゐ
た

の
を
、
白
幽
寺
の
山
嵐
山
徐
叢
が
前
削
利
家
の
引
併
凶
闘
を

撃
っ
た
後
、
惚
閉
し
て
こ
の
寺
を
聞
い
た
。
寺
地
の

寄
進
に
就
い
て
は
殴
長
近
年
凶
且
十
日
の
芳
容
院
の

お
放
が
あ
る
。
能
殺
名
跡
志
に
、『
綿
宗
諮
江
寺
は
河

合
町
に
在
。
。
寺
町
川
十
泊
石
。附
山
師
嵐
山
和
向
に
て
、

利
家
公
川
町
像
安
む
あ
り
。
』
と
見
え
る
が
、
寺
倒
は
十

石
り
外
に
出
分
四
石
五
斗
な
の
で
あ
る
。
苛
磁
紛
本

諸
色
刷
削
利
家
符
品
開
は
聾
七
三
糎

・
杭
三
七
艇
で
、

臨
長
閑
己
亥
克
則
下
併
前
大
徳
先
甫
盟
宗
肢
の
慣
の

あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
紛
木
諸
色
騨
寂
繭
録
者

レ
ン
ゴ

謹
悟

日
仰
は
鎌
級
。
問
地
如
の
第
七
閉目。

邸
仁
元
年
半
-
以
て
生
ま
れ
、
訳
名
を
光
都
九
と
い
う

た
。
兄
山
出
来
に
廷
は
れ
て
嗣
と
な
り
、
文
明
」
l
三
年

結
髪
し
て
公
名
を
右
兵
衛
官
と
鋭
し
、
河
北
部
二
俣

本
泉
寺
を
中

ho、
後
専
ら
若
松
本
泉
寺
に
住
し
て
、

若
訟
妨
・若
松
必
悟
な
ど
L
呼
ば
れ
、
文
附
川
坊
・中

一m
m・的
制
作
幼
を
例
放
し
、
永
正
十
四
年
消
部
上
人

の
慨
を
似
は
っ
た
が
、
天
文
六
年
八
且
以
降
本
側
寺

に
糾
問
し
て
反
抗
の
勢
を
示
し
、
本
人
を
糾
合
し
た
も

の
h

如
〈
、
迭
に
牢
陪
し
て
監
光
坊
と
い
ひ
、
十
二

年
七
万
十
八
日
和
泉
の
耕
で
寂
し
た
。
苧
年

七
十

六
。
耐
し
て
そ
の
隼
人
等
は
、
二
十
年
に
探
り
留
に

本
願
寺
か
ら
後
生
御
必
の
命
を
得
た
。
諮
倍
の
一
割
に

は
謹
如
上
人
御
一
代
間
都

・
活
如
上
人
泊
徳
紀
が
あ

可
也
。

レ
ン
コ
リ
ュ
ウ
ド
ヲ
セ
ツ
謹
湖
流
選
設
一
加
。

黒
川
良
安
諮
。
務
永
五
年
七
且
銭
麗
一出
兵
衛
等
が
河

北
相
聞
に
綜
油
を
投
じ
た
録
、
多
〈
死
魚
を
生
じ
た
と

の
噂
が
あ
っ
た
際
、
若
者
は
入
且
日
二
日
自
ら
舟
キ
-

浮
べ
て
そ
の
街
地
を
親
祭
し
、
魚
介
の
死
滅
し
た
る

は
、
湖
水
が
織
に
流
出
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
た
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2，
シ

h
T

av

お
、
集
回
叫
剖
山
内
川
と
鰐
オ
る
水
坊
を
生
じ
た
に
よ
る

と
断
じ
た
も
の
で
あ
る
。

レ
ン
コ
ン
謹
根

河
北
部
小
坂
の
援
を
最
も
諮

名
と
寸
る
。
殺
し
延
費
四
年
前
回
綱
紀
が
下
回
の
際
、

御
長
柄
小
者
嘉
兵
衛
を
し
て
足
技
或
は
楽
寝
か
ら
種

子
を
持
師
、b
し
め
た
に
起
り
、
お
兵
衛
は
小
援
の
人

レ
ン
コ
ウ
ジ
蓮
光
寺

江
沼
制
大
型
寺
内
下
屋

敷
に
在
っ
て
、
日
延
宗
に
臨
す
る
。
正
保
元
年
日
然

が
前
川
利
治
に
寺
地
を
得
て
創
立
し
た
所
で
あ
る
。

レ
ン
コ
ウ
ジ

蓬
光
寺

能
築
制
蛭
川
に
在
っ
て
、

長
宗
束
振
に
回
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、
明

治
十
一
日
中
三
且
寺
鋭
公
総
の
前
可
を
得
た。

レ
ン
コ
ウ
ジ
護
光
寺

羽
咋
部
品
越
に
あ
っ
て
、

長
宗
来
振
に
邸
寸
る
。

レ
ン
コ
ウ
ジ

謹
光
寺

臨
ぬ
榔
凶
柳
に
在
っ
て
、

探
宗
凶
振
に
邸
オ
る
。
も
と
久
江
に
日
た
が
、
天
保

十
年
今
の
閉
山
に
秒
っ
た
。

レ
ン
コ
ウ
ジ
謹
光
寺

鳳
芸
術
総
川
に
在
っ
て
、

同
時
宗
東
一
概
に
鴎
す
る
。

山
桜
は
制
池
山
。
能
資
名
跡

芯
に
、『
泌
光
寺
と
い
ふ
二
川
坊
あ
り
。
是
に
誕
如
の

火
維
の
名
脱
と
い
ふ
あ
ー
り
。
』
と
閉
山
す
る
。

レ
ン
コ
ウ
ジ
ヤ
マ

謹
光
寺
山

間
同
車
部
総
川
部

訴
の
北
方
に
在
る
山
。
高
さ
六
回
米
。
地
質
第
三
紀

層
。

仙開閉坑
λ
辺
倒

・
杭
三
九
縦
は
宋
判
、
紛
本
者
色
十
六

町
制
泌
倣
双
側
各
出
町
九
八
線

・
同
制
四
一
仰
は
踊
料
品
川
末
期

と
認
め
ら
れ
る
。

レ
ン
ザ

一選
定

ハ
一
〉
政
民
の
辿
座

l
犯
人
の
罪

以
強
大
な
る
時
刑
を
そ
の
子
に
及
ぼ
す
を
辿
座
と
い

う
た
が
、
ほ
の
非
同
子
に
及
ば
ず
、
父
の
非
も
'K
子

に
及
ば
ざ
る
を
定
則
と
し
た
。
そ
の
民
民
に
就
い
て

は
、
前
凶
利
街
路
治
の
中
切
か
ら
死
刑
者
の
男
子
を

助
命
し
た
例
は
な
か
っ
た
が
、
問
治
二
年
よ

0
際
刑

に
川
市
る
者
の
手
は
、
他
家
に
挺
は
れ
て
ゐ
て
も
同
咋

と
1
る
を
泊
川
と
し
、
特
別
の
割
合
に
の
み
助
命
減

刑
す
る
こ
と
に
定
め
た
o
X冗
文
十
一

日
早
際
刑
者
の

子
を
析
刑
と
し
、
m
vH
者
の
子
付
紙
ね
助
命
す
る
が

鉱
欣
訟
き
昨
は
亦
斬
刑
と
し
た
。
似
し
腕
刑
の
者
に

は
辿
監
の
法
が
な
か
っ
た
。
到
保
元
年
際
刑
の
立
告

を
得
た
る
も
未
だ
刑
そ
執
行
せ
ざ
る
前
に
、
そ
の
裂

の
佐
ん
だ
子
は
辿
町
田
せ
し
め
ぬ
こ
と

L
L
、
文
政
一
泊

年
際
刑
者
の
子
を
斬
す
る
法
を
脱
し
た
。
し
か
し
京

六
年
博
箆
を
行
う
た
民
民
の
あ
る
問
、
そ
の
町
村
を

悉
〈
辿
座
せ
し
め
る
こ
と
L
し
た
が
、
こ
れ
は
生
命

刑
で
は
な
い
。

。
一
)
足
艇
の
辿
座

l
泌
邸
の
訟
は
、
犯
非
4
H
が
名
山
寸

持
な
る
割
合
に
大
に
蛇
俄
で
あ
っ
た
。
今
足
料
に
就

い
て
吾
へ
ば
、
冗
文
六
年
足
似
の
析
刑
者
の
子
は
、

今
後
助
命
し
、
宕
し
そ
の
子
に
し
て
扶
持
を
受
く
る

者
は
之
を
召
政
す
と
せ
ら
れ
た
に
拘
ら
ず
、
延
町
叫
二

年
に
は
、
父
の
罪
朕
白
鶴
置
に
狗
ら
ず
、
足
卸
間
以
上

で
あ
っ
た
と
口
仰
す
る
。
併
し
延
自
問
年
に
綱
紀
の

東
海
泊
を
依
行
し
た

m
Nは
な
い
か
ら
、
こ
の
貼
に

闘
し
前
記
の
併
設
に
は
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
謎
は
，
H

花
の
も
の
で
、
今
は
地
強
と
梶
L
、
僅
か
に
曲
目
っ
て

居
る
が
、
そ
の
艇
は
一
米
首
川
の
地
下
を
一
逗
ふ
の
で
、

明
治
什
二
年
阿
部
訴
の
股
設
問
(
兵
衛
が
、
越
後
か
ら

設
削
帆
山
地
似
を
却
し
、
サ
九
年
太
山
M
T
右
衛
門
も
捌
抑
制

か
ら
大
形
抽
出
削
酬
を
移
入
し
た
の
で
、
殆
ど
紅
花
の
も

の
h

み
に
な
っ
た
。 四

九

一


